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 所在地：石川県河北郡津幡町
 団体名：㈱ポタジェ/ハーブ農園ペザン
 取組パターン：③連携型
 主力商品：ハーブ苗、ハーブティー、

ハーブフリーズドライ加工品

 イベント：ハーブ摘み取り体験、

リース作り体験等。

基本情報 取組の概要

取組の成果体制図

所在地▶石川県河北郡津幡町字湖東197

連絡先▶TEL:076-289-6287 FAX：076-225-8487 E-mail:info@paysan.co.jp

ウェブサイト▶https://www.paysan.co.jp

視察受入れ：可 報道機関受入れ：可株式会社ポタジェ/ハーブ農園ペザン

○石川県津幡町の㈱ポタジェ/ハーブ農園ペザンでは、ハーブの生産・加工・販売まで行い、障がい者の通年雇用の機会を創出。

〇令和元年に、代表が農業版ジョブコーチを取得。農家や福祉事業所に対し、農福連携の助言・指導等を実施。

○無農薬・無化学肥料でハーブを栽培。ラベンダーやカモミール、ローズマリーなど

約20種類のハーブをフリーズドライ加工（委託）し、ハーブティー等の製造・販売を行う。

〇ハーブ畑の苗作りや摘み取り作業、ハーブの加工作業などを、

障がい者の障害特性、性格等とマッチングしながら行う。

１日に12～15名の障がい者を受け入

れる。

〇ハーブティー等の商品の製造作業など

冬場も含めて作業があるため、

障害者スタッフの通年雇用を実現。

○獣被害や生産者の高齢化により手放された中山間

地域の耕作放棄地解消にも取り組む。

（耕地面積2ha→3ha）

〇代表＋社員1名で経営していたが、障がい者をスタッフ

として受け入れたことで、商品開発に時間が割けるように

なった。
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ハーブ畑での作業の様子ハーブの摘み取り作業の様子



【取組のプロセス】

障がい者スタッフの受け入れ開始

○前オーナーからハーブ農園ペザンを引き継ぐ

（株式会社ポタジェに事業継承）

○就労継続支援A型＋ 就労継続支援B型施設から受け入れを開始

（写真）

2016年

2017年

2019年

2019年～

今後の
展望

きっかけ ○障がい者が活躍する場を提供したいとの思いから、
障がい者の就労の場を創出かけ

農業版ジョブコーチを取得

○代表が、 農家と福祉事業所に対し、農福連携の助言・指導を実施

○ 新商品・日本酒サングリアの開発、イベントへの参加、販売

○ 中山間地域の耕作放棄地（1ha）を受け入れ

○ 環境の違う農場での作業により、労働環境の向上

農福連携とともに、経営を拡大・地域活性化

○ ハーブの生産面積の増加、中山間地域の耕作放棄地解消

○ ハーブ農園の観光農園化

〇複数の福祉事業所との連携

〇県内の農福連携のマッチング数拡大

〇地域特性のある新商品の開発

（写真）

（写真）

（写真）

農福連携方法の
試行錯誤

就労者数の増加
商品開発に力を入

れられるようにな
る

中山間地域の
耕作放棄地増加

農業版ジョブコー
チ育成・派遣支援

事業

中山間地域の耕作放棄地解消への取組を開始


